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保存整備事業の経過　発掘調査・整備ともに未着手である。陣跡周遊促進に係るサイン整備が令和５年度
に実施されている（史跡指定範囲外に設置）。

（19）福島正則陣跡
概要　陣主に比定される福島正則は、幼時より秀吉に仕え、賤ヶ岳の戦い、小牧・長久手の戦い等で印
象的な功績を上げ、伊予今治11万石を任される抜擢を受けた。文禄の役に際しては、五番隊に編成され
４千８百人を率いて渡海した。慶長の役には参加していない。
　本陣跡は、唐津市鎮西町名護屋字フロオロに所在し、大戸浦の最奥部に至る谷筋を北側に見下ろす標高
53.0mの丘陵上に立地する（写真66）。本陣跡の曲輪配置は、丘陵頂部一帯を占める曲輪群と丘陵北側から
西側にかけて裾部に展開する曲輪群に二大別され、広大な陣域を構成している（第37図）。丘陵最高所に位
置する曲輪Aは平面形が歪な三角形状を呈し、土塁や旗竿石が遺存する。ここから東側は丘陵鞍部を挟み
加藤清正陣跡へ繋がる。曲輪Aから北西側に延びる丘陵尾根部先端付近に位置する曲輪Bは、標高が曲輪
Aよりも３～４m程度低いが、配置状況から実質的な主郭と考えられる。平面形は規格性の高い方形で、
その規模は15m×18m程度で、外縁には土塁を三辺に配し、裾部には空堀と目される窪みが巡る。曲輪B
の北・東辺を付設される曲輪C縁辺には石塁が伴い、本陣跡の中心部を構成している。
　尾根頂部曲輪群を取り巻くように丘陵斜面には階段状の腰曲輪群が連続し、主郭から見て北東側の斜面
裾部には土塁を伴う空間（イ）が認められ、中心部と丘陵裾部との動線を受ける虎口的な空間と推察され
る。そこから北東側の斜面先端にある曲輪Dでは、拳大の玉石や瓦片が表採でき、該期重要建物跡の存在
を示唆する。さらに、曲輪D・E間に位置する曲輪Fでは、切岸裾部に一部石垣面が残るほか、内部には
石塁の痕跡も確認されている。
　丘陵北西側裾部一帯は、低平な空間Gが広がる。南側及び西側は、道路敷設及び耕地化により詳細が
不明瞭だが、北側は旧状を残していると考えられ、石塁及び段差（ロ～ホ）による区画が認められる。こ
のような低地部分における区画の存在は、軍勢駐留地及び町家等居留地の可能性が指摘されている（宮武
2000）。また、当区域を分断するように位置する空間Hは、現況で幅約15m、長さ約70m、深さ２～４m程
度を測る大規模な落ち込みで、石塁（ニ）等と連携し動線を制御するなど、谷地形を生かした空堀の可能性
も考えられている。このように、丘陵裾部等低地空間のあり方が現況でも窺える数少ない事例で、今後は
実態を把握するための調査が求められる。
保存整備事業の経過　発掘調査・整備ともに未着手である。隣接する加藤清正陣跡とともに周遊促進に係
るサイン整備が令和５年度に実施されている（史跡指定範囲外に設置）。

細川忠興陣跡

松浦鎮信陣跡

加藤清正陣跡

福島正則陣跡

写真66　福島正則陣跡周辺航空写真（俯瞰：上が北） 写真67　旗竿石（曲輪A）



第３章　陣跡・関連遺跡の概要及び保存整備事業の経過

― 104 ―

0 100m

A

加藤清正陣跡

B
C

イ

G

H

ハ ロ

ホ

ニ

D

E

F

第37図　福島正則陣跡縄張図（佐賀県教育委員会2016掲載図を一部改変）
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（20）小西行長陣跡
概要　比定陣主の小西行長は、当初宇喜多直家に見出され仕官したが、後に豊臣秀吉の臣下となった。そ
の後天正15年（1587）の九州平定、翌天正16年（1588）の「肥後国衆一揆」等で功を上げ、肥後国の南半（宇土、
益城、八代）の20万石余りを与えられた。文禄の役に際しては、侵攻拠点の候補地に係る踏査を毛利吉成
らとともに担当し、その結果肥前名護屋に決定している。また、娘婿である対馬の宗義智とともに朝鮮と
の事前交渉を担った。役では、宗義智や肥前地域の諸将と一番隊に編成され侵攻の先鋒を務め、漢城陥落
後は平安道（黄国）の経略を担当した。戦線の悪化後は明との講和を画策するが破綻し、慶長の再派兵では
７千人を率いて渡海し、宇喜多秀家を主将とする左軍の先鋒として全羅道に侵攻している。
　本陣跡は、唐津市鎮西町名護屋字打椿に所在し、名護屋城跡の南東側、標高62.5mの丘陵上に立地する

（写真68）。丘陵最高所には、約50m四方の平面方形状を呈する曲輪Aが位置し（第38図）、主郭と目される。
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第38図　小西行長陣跡縄張図（佐賀県教育委員会2016掲載図を一部改変）
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同曲輪の北西隅は隅切り状となっており、その西端には自然石を用いた石垣（a）が遺存し、現況での高さ
は約２mを測る（写真69）。曲輪A法面には石材の残存が散見されることから、往時は石垣造りであったと
考えられる。また、北西辺には石塁が残存するが、同辺ほぼ中央から直交し曲輪内部へ延びる土塁（b）が
確認できる。石塁の北側には、20m×15m規模の区画が認められるが、耕地化による改変のため詳細が不
明瞭である。また、曲輪Aの東・南・西側には帯曲輪を伴っていたと考えられるが、改変が顕著で旧状を
留めていない。
　丘陵頂部一帯から北東へ派生する尾根筋には平坦面が認められる。ただし整形が甘く、ここでも耕地化
の影響が強く、遺構の残存状況を推し量れる状況にない。一方、北西方向に延びる尾根上にも遺構の存在
が想定できるが、ヘリポート建設で削平されており詳細は不明である。
保存整備事業の経過　発掘調査及び整備ともに未着手である。

（21）毛利秀頼陣跡
概要　陣主に比定される毛利秀頼は、織田信長に仕え各地を転戦して功を上げ、信濃飯田城主となった。
本能寺の変後は豊臣秀吉の家臣となり、小牧・長久手の戦い、九州平定、小田原攻めに従軍し、功績を残
した。文禄の役に際しては、各種配陣図には「筑紫河内侍従　千人」などと記され、『太閤記』には名護屋城
三ノ丸西之方櫓の作事を担当したとの記載がある。また、「誓紙一巻」には署名・花押が認められ、渡海し
ていないと考えられている。文禄２年（1593）閏９月に病を患い死去した。
　本陣跡は、唐津市呼子町殿ノ浦字イザナオに所在し、名護屋浦東岸の黒田長政陣跡の東側、谷を隔てて

前田利家陣跡

大谷吉継陣跡
長宗我部元親陣跡

小西行長陣跡

黒田長政陣跡

毛利秀頼陣跡

写真68　小西行長陣跡周辺航空写真（俯瞰：上が北） 写真69　曲輪A北西隅石垣（西から）

写真70　毛利秀頼陣跡周辺航空写真（東から） 写真71　曲輪A土塁
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隣接する丘陵上（標高52.5m）に立地する（写真70）。ただし、陣跡に関係する遺構が現況で確認できるのは、
丘陵最高所の曲輪Aに限定され（第39図）、他は耕地化による削平が顕著で、旧状は不明となっている。
　丘陵頂部に位置する曲輪Aは主郭と目され、南北約30m、東西約40mの規模を持ち、平面長方形状を呈
する。曲輪Aの各辺には現況高さ0.5m程度の土塁が残存し、土塁で囲繞していたと考えられるが、南辺西
半は土塁を失い切岸のみとなっている。また、北東隅には枡形を伴う食い違い虎口（a）が遺存するが、枡
形と曲輪Aとの境界には緩やかな段差は認められるものの、土塁等遮蔽施設は現況では確認できない。一
方、北辺中央には土塁が１段低くなる箇所があり（b）、虎口の可能性を持つ。
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第39図　毛利秀頼陣跡縄張図（佐賀県教育委員会2016掲載図を一部改変）
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　曲輪A南側は腰曲輪様の段が連続するが、他方は上述のとおり著しい改変が及んでおり、帯曲輪や谷部
への動線の痕跡等を辿ることができない状況にある。
保存整備事業の経過　発掘調査及び整備ともに未着手である。

（22）木下利房陣跡
概要　比定陣主である木下利房は、豊臣秀吉の正室北政所の兄、木下家定の二男である。弟に木下延俊、
小早川秀秋がいる。歌人として著名な木下長嘯子（勝俊）は異母兄にあたる。利房は一門として秀吉に仕え、
文禄の役では各種配陣図に「木下宮内小輔　五百人」などと記されるほか、文禄２年５月20日付「誓紙一巻」
では「木下宮内少輔」の署名・花押があり、名護屋在陣が認められる。
　本陣跡は、東松浦郡玄海町大字値賀川内字日ノ出、唐津市鎮西町串字森木に所在し、標高134.5mの丘
陵上に立地する（写真72）。尾根続きの西隣には長谷川秀一陣跡が位置する。丘陵頂部付近において、東西
方向に延びる尾根筋を横断するように土塁を構築し、そのほぼ中央に幅６mの虎口が遺存する（第40図）。
虎口内部は食い違い状となり、北辺には石塁が遺存する。虎口から北側は、虎口前面から土塁に沿って北
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第40図　木下利房陣跡縄張図（佐賀県教育委員会2016掲載図を一部改変）
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に向かって傾斜する通路が曲輪B方面に延びる。一方、同通路より西側の斜面は、人為的な痕跡が具体的
に確認できず、旧地形に沿ったものと想定される。
　虎口南側には、主郭と目される南北約45m、東西約25mの曲輪Aが位置する。同曲輪には、北辺と西辺
北半に土塁が遺存するが、現状で高さは0.5m程度である。北辺の土塁は、上述の虎口形状に対応するた
めか中程で屈曲する。東辺にも土塁状の高まりが残り、中央には下段の帯曲輪への動線の可能性があるス
ロープが付設される。ただし、帯曲輪部分は後世の削平を受け、スロープ法面にも後世とみられる石積み
が施されていることから、往時に存在していたかは現状では定かではない。南辺の西端には石塁が一部遺
存し、西隣の長谷川秀一陣跡が載る尾根へ通じる虎口が確認できる。また、南辺沿いの曲輪内部には南北
10m、東西20m程度の高まりが残存している。
　曲輪A等中心を占める曲輪群の北西側には、南北約35m、東西約55m規模の曲輪Bが位置する。北辺には、
全長約80mに亘る土塁（一部石塁）が遺存する。土塁の北側には幅５～８m程度の平坦面が沿い、尾根先端
方面と連絡するための通路と想定される。西辺及び南辺の一部にも石塁が残存する。内部は石列が一部残
存するが、後世の耕地化に伴う可能性があり、現状では判然としない。
　中心曲輪群から東側については帯曲輪状の平坦面が連続し、一部石垣が残存するが多くが耕地化に伴う
積み替えもしくは新規構築に該当すると考えられ、旧状を示すとは言い難い。平成元年度には、陣跡東側
においてファームポンド（灌漑に伴う貯水施設）建設に伴う発掘調査が鎮西町教育委員会（当時）により実施
された。その結果、果樹園造成により大きく削平されていたものの、高さ１m程度の石垣及び石塁の一部
が確認され、陣域の広がりを示唆する結果となっている（玄海町教育委員会1990）。
保存整備事業の経過　上記の開発に伴う確認調査のほかには発掘調査実績はない。整備についても未着手
である。

（23）長谷川秀一陣跡
概要　陣主に比定されている長谷川秀一は、織田信長に仕え奉行衆として活躍した。本能寺の変後は豊臣
秀吉に仕え、小牧・長久手の戦い、九州平定、小田原攻め等数々の合戦に参陣した。文禄の役に際しては、
天正20年（1592）６月に奉行衆の一人として渡海し、文禄２年（1593）の晋州城攻めでは軍役2,470人が課さ
れている。翌文禄３年（1594）２月に病没したが、帰国前か帰国後かは諸説がある。
　本陣跡は、東松浦郡玄海町大字値賀川内字日ノ出・薄木に所在し、標高136.5mの丘陵上に立地する（写
真72）。丘陵頂部には長軸約70m、短軸約20mの曲輪Aが位置し、主郭と考えられる（第41図）。北西辺から
北東辺、南東辺にかけて石塁が遺存している。石垣築石は自然石を主体とし、外法の石垣面の高さは最大

木下利房陣跡
長谷川秀一陣跡

写真72　木下利房陣跡周辺航空写真（俯瞰：上が北） 写真73　曲輪A南西隅虎口・石塁（西から）
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で２mに達する。北東辺は地形による制限からか塁線が多角形状を呈し、鎬角が３箇所確認できる。これ
らのうち北東隅（a）は石材の崩落が顕著で、破却に伴う可能性が考えられている。そこから北東に延びる
鞍部には土塁の痕跡が残り、その両側には緩やかな平坦面が沿う。この鞍部を介し、東隣に位置する木下
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写真74　曲輪A石垣 写真75　曲輪A石垣

第41図　長谷川秀一陣跡縄張図（佐賀県教育委員会2016掲載図を一部改変）
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利房陣跡と繋がるが、往時は土塁を伴っていた可能性がある。
　曲輪A南東辺は北東隅から10mは石塁が現存するが、以南は切岸のみとなっている。曲輪A南東側斜面
は果樹園として改変を受けており、石垣が消失した可能性もある。北西辺中央には幅約６mを測る平入り
の虎口が設けられ、南西側の石塁は内側へ４m程度屈曲している。その延長線により曲輪内部は北東側と
南西側に２分され、南西側が現況で0.3～0.5m程度、僅かではあるが標高が高い。北東側では北東辺石塁
に沿い10m×５m規模の落ち込みが見て取れ、その周囲には２m規模の巨石が分布している（b）。
　曲輪Aの外は北西辺に沿い幅２m程度の平坦面が延び、通路の可能性がある。虎口前面は虎口とほぼ同
幅の斜面が下り、下位の帯曲輪cに繋がっている。帯曲輪cは尾根筋に沿い曲輪A下を南西方向に延びた後、
西方向へ派生する尾根筋に伴い同方向へ延伸する。そのまま尾根筋に沿って丘陵裾まで下ると想定される。
　西に派生する尾根上には、４段にわたる曲輪群が残存する。曲輪A直下の曲輪Bは15m×20m程度の規
模が残存し、西辺には石垣を伴う。他の曲輪群にも栗石様の石材が散在しており、往時は石垣を伴ってい
た可能性はある。当該尾根部は南側から西側の丘陵先端部にかけて改変が顕著で、陣域の全容は現況では
不明となっている。
保存整備事業の経過　発掘調査及び整備ともに未着手である。

５　その他の陣跡における保存整備事業の経過
　本項では、史跡未指定の陣跡について、関係市町が主体となり実施した範囲確認調査（詳細分布調査）の
経過と内容を概観する。

（24）山城遺跡
　先述したように本遺跡の発掘調査は、開発行為（県立高校建設）に伴うものであるが、本格的な保存整備
事業の嚆矢と位置付けられるため、記載することとする。
　本遺跡は陣主不明の陣跡で唐津市鎮西町横竹字山城に所在し、名護屋浦東岸の丘陵上に立地する。開発
対象敷地は、丘陵頂部とそこから派生する尾根上に亘り、前者を山城遺跡B（B地区）、後者を山城遺跡A（A
地区）として昭和51年に県が調査主体となり発掘調査が実施された（佐賀県教育委員会1978）。両者は隣接
して位置するものの、連絡関係を示す痕跡は希薄で各々独立した陣所の可能性もある。
山城遺跡A　標高約55mの丘陵上において、高さ0.8m程度の土塁で区画された曲輪が検出された。同曲輪
は平面長方形状を呈し、土塁は東辺を除く三方を巡る（写真●）。残存する曲輪の平面規模は南北69m、東
西19mを測り、内部を区画する土塁が検出されている（第●図）。また、土塁の西辺及び南辺には途切れが

写真●　山城遺跡B全景（北西から）写真●　山城遺跡A全景（北から）
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認められ、虎口と考えられる。曲輪内部で遺構は検出されていないが、礎石の可能性を持つ石材が散在し、
礎石建物の存在を示唆する。
山城遺跡B　山城遺跡Aの南側、標高60.9mの丘陵上に立地する。丘陵頂部からやや下った箇所に南北
31m、東西30mの平面正方形状に土塁で区画された曲輪が検出された（写真●・第●図）。土塁は南辺と東
辺南半の残存状況が不明瞭だが、西辺中央に平入りの虎口が確認できる。また、同曲輪の南西隅には南北
方向の土塁が接続し、別の曲輪ないし空間の存在を示唆するが、遺存状況が不良で詳細は不明である。曲
輪内部では建物跡は確認されていないが、炭化物や被熱痕跡を伴う集石遺構や土坑が検出されている。

（25）松浦鎮信陣跡
　松浦鎮信を陣主に比定する本陣跡は唐津市鎮西町名護屋字神ノ木に所在し、大戸浦に面する標高28.3m
の丘陵上に立地する（写真●）。平成５・６年度に詳細分布調査として鎮西町教育委員会（当時）による発掘

0 20m

0 20m

第●図　山城遺跡A遺構配置図（佐賀県教育委員会2016掲載図を一部改変）

第●図　山城遺跡B遺構配置図（佐賀県教育委員会2016掲載図を一部改変）
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調査が実施された（鎮西町教育委員会1998）。
　陣跡が載る丘陵頂部の北側縁辺に平行して東
西方向に横堀が存在し、その総延長は約160m
に及び、幅は約４mを測る。堀の南側には石塁
が並走し、曲輪北辺を構成する（第●図）。石塁
の天端から堀底部までの高さは、６mを超える
規模を持つ。堀の西端は曲輪の西北側から西側
にかけて所在する谷部に接続している。石塁
は、北東隅で南方に屈曲し東辺をなすが中央部
を欠失し、南辺では後世の改変のため確認され
ていない。ただし発掘調査の結果、堀は東辺・
南辺に巡ることが判明し、本来は堀と石塁によ
り囲繞された曲輪の存在（A）が想定されている。
　曲輪A北辺には虎口が３ヵ所存在することから（虎口１～３）、内部空間の分割が窺える。発掘調査では
各虎口床面の設えが異なる点が確認されている。ただし、後世の改変により内部空間の区画に伴う構造物
の検出状況は低調である。一方、曲輪Aの南側では、斜面に対して直交する石列が一部で検出され、小区
画による曲輪群の存在が想定されている。

（26）細川忠興陣跡
　細川忠興を比定陣主とする本陣跡は、唐津市鎮西
町名護屋字神ノ木に所在し、大戸浦に面した標高
42.8mの丘陵上に立地する。丘陵鞍部を介して東側
には福島正則陣跡が、谷部を挟み南側には松浦鎮信
陣跡が位置する（写真●）。平成６・７年度に詳細分
布調査として、発掘調査が鎮西町教育委員会（当時）
により行われている（鎮西町教育委員会1998）。
　丘陵頂部に位置する曲輪Aは主郭と目され、南北
約15m、東西約30mを測る（第●図）。その東辺と南
辺の一部には石塁が残存する（写真●）。曲輪Aの南・

細川忠興陣跡

松浦鎮信陣跡

福島正則陣跡

片桐貞隆陣跡

波多親陣跡

加藤清正陣跡

小早川隆景陣跡

写真●　松浦鎮信・細川忠興陣跡航空写真（俯瞰：上が北）

写真●　虎口３及び石塁（東から）

写真●　虎口１西側堀土層（東から）

写真●　虎口２櫓台・飛石（東から）
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口
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0 50m

第●図　松浦鎮信陣跡縄張図及び調査区配置図（佐賀県教育委員会2016掲載図を一部改変）
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北・東側の三方には曲輪が展開し、これらのうち南・東曲輪には石垣の残存が確認できる（写真●）。北曲
輪では石垣は認められていないが、その北西隅からは斜面に対し直交方向の土塁が北側へ延伸する。曲輪
A西側は造成面が認められず緩斜面を呈するが、陣域西端と思われる箇所に北側の谷部へ下る竪堀状の通
路跡が遺存している。調査では、通路底面に礫敷が確認されている（写真●）。また、通路跡と北曲輪から
延びる土塁間の斜面には帯曲輪状の段が連続するが（北西曲輪）、遺構は未検出で詳細は不明である。

0 50m

A
（主郭）

（南曲輪）

（東曲輪）

（北曲輪）

土塁

通路跡

（ ）北西曲輪

第●図　細川忠興陣跡縄張図及び調査区配置図（佐賀県教育委員会2016掲載図を一部改変）
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（27）北条氏盛陣跡
　北条氏盛を比定陣主とする本陣跡は、唐津市鎮西町波戸字神田に所在し、標高37.3mの丘陵上に立地す
る（写真●）。平成８年度に海中公園資料館の移転に伴い用地の伐採を行ったところ、石塁等陣跡に関連す
る遺構の残存を確認したことを受け、事業工程の変更を行い同年度から平成11年度にかけて陣域全体を対
象とした範囲確認調査を鎮西町教育委員会（当時）が実施した（鎮西町教育委員会2002）。
　丘陵最高所一帯は、後世の開発や公園整備等により往時の状況は不明となっており、その東側には石塁
で囲繞された曲輪Aが位置する（第●図）。曲輪Aから北東側へ延びる尾根上には、石塁を伴う曲輪が連続
する（C・D）。ただし、当該尾根筋の北側と南側は駐車場や商業施設建設により大きく削平されており、

旧状を留めていない。曲輪Dから北東側の国道際に
は鏡石を擁する石塁が残存するほか（E）、そこから
さらに北東側の傾斜地には、全長約80mにわたる堀
とそれに沿う石塁が構築されている（F）。
　丘陵頂部の北側は緩斜面となるが、ここも後世の
耕地化等の影響を受けている。北端には帯曲輪Bが
位置し、東側の石塁aを挟み曲輪A東側に位置する
帯曲輪Hと連続すると想定される。帯曲輪Bから一
段下がった西側には石塁を擁する曲輪Gをはじめと
した小区画群の配置が認められる。
　上述した４ヵ年にわたる発掘調査は、陣跡関連遺

増田長盛陣跡

生駒親正陣跡

北条氏盛陣跡

写真●　南曲輪南東隅石垣（東から）

写真●　通路跡底面礫敷検出状況（南から）写真●　南曲輪南面石垣（西から）

写真85　北条氏盛陣跡周辺航空写真（俯瞰：上が北）

写真●　主郭南東隅石垣（南から）
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構の広がり、すなわち陣域の確認を主たる目的として実施し（第●図）、北側緩斜面における遺構の分布を
確認するとともに（写真●）、陣跡南側に位置する谷地形へ続く斜面地においても石垣や石塁が改変を受け
ながらも残存していることが判明した（写真●）。ただし、南側斜面で確認された遺構群については、西隣
に位置する増田長盛陣跡との境界が不明瞭であることから、その帰属については再検討を要する。

（28）真田信之陣跡
　真田信之を陣主に比定する本陣跡は、唐津市呼子町殿ノ浦字ミツシリに所在し、水尻川の南に面する標
高43.4mの丘陵上に立地する（写真●）。平成13・14年度に呼子町教育委員会（当時）による範囲確認調査が
実施されている（唐津市教育委員会2007）。
　丘陵の最高所には、主郭と目される曲輪Aが位置し、約25m四方の規模と考えられる。北辺と西辺に一

0 50m

a

H

第●図　北条氏盛陣跡縄張図（佐賀県教育委員会2016掲載図を一部改変）
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部土塁状の高まりが残存する（第●図）。当該土塁の一部には石材が認められ、東辺にも石材が散見される
ことから、本来は石垣造りであった可能性がある。曲輪Aの北側・西側には幅20m程度の腰曲輪が付属す
る。また、曲輪Aの南側は南北約30m、東西約20m規模の平坦面が認められ、詳細は不明瞭であるが曲輪
が付設するものと考えられる（B）。さらに南側は宅地造成により大きく削平を受け、失われている。西側・
東側の丘陵斜面部には帯曲輪群が構築される。東側斜面部を主体に帯曲輪の一部は犬走り状を呈してお
り、陣内における動線の一部を担うと考えられるが、丘陵裾部の北側から東側にかけて後世の採石事業に
よる削平が著しく、詳細は不明となっている。

0

調査区25・31は欠番

50m

第●図　北条氏盛陣跡調査区配置図（鎮西町教育委員会2002掲載図を一部改変）

写真●　南側斜面石垣根石部分（76Tr：東から）写真●　北側斜面石塁（63Tr）
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　平成13年度の発掘調査は曲輪Aと腰曲輪を調査対
象とし、小穴と溝状遺構を検出したものの建物跡等
主要な遺構は検出されていない。平成14年度は丘陵
の西側斜面部を対象とし、帯曲輪状を呈する箇所を
調査したが、明確に陣所に関係する遺構は確認され
ていない。

（29）脇坂安治陣跡
　脇坂安治が比定陣主となる本陣跡は、唐津市呼子
町殿ノ浦字ムツエに所在し、標高44.8mの丘陵上に
位置する（写真●）。平成13・15～18年度に呼子町教育委員会（当時）、唐津市教育委員会により範囲確認調
査が実施されている（佐賀県教育委員会2006・2007・2016）。
　丘陵頂部には曲輪の存在が考えられているが、畑地・宅地化等により大きく改変を受けている。曲輪西
側の斜面地には、土塁と考えられる高まりが二条確認されている。土塁は約40mにわたり並走し、高さは
0.4m程度である。一方、曲輪内に設定した調査区では、遺構は確認されていない。

A

0 50m

A

B

真田信之陣跡

黒田長政陣跡 毛利秀頼陣跡

伊達政宗陣跡

来島通之陣跡

第●図　真田信之陣跡縄張図（佐賀県教育委員会2016掲載図を一部改変）

写真●　真田信之陣跡周辺航空写真（俯瞰：上が北）
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（30）宗義智陣跡
　宗義智を比定陣主とする本陣跡
は、唐津市呼子町殿ノ浦字ムツエ
に所在し、標高44mの丘陵上に立
地する。平成14～17年度にかけて
呼子町教育委員会（当時）、唐津市
教育委員会を調査主体として範囲
確認調査を実施している（佐賀県
教育委員会2007・2008・2016）。
　丘陵頂部には、高さ0.5～1.0m
を測る石塁で囲繞された曲輪が確
認されている。石塁東辺は、北側
への延伸が認められる。また、北
西側には通路状に延びる凹地を確

認している。ただし、一帯は畑地として改変を受け、一部は宅地化されている。陣域北側に設定した調査
区では、遺構は確認されていない。また、中心域に設定した調査区でも小穴２基の検出に留まり、後世の
改変を反映した結果となった。

（31）宇喜多秀家陣跡
　宇喜多秀家を陣主に比定する本陣跡は、唐津市鎮西町名護屋字在郷町に所在し、標高約93mの丘陵上に
立地する（写真●）。平成16年度から18年度に鎮西町教育委員会（当時）、唐津市教育委員会による範囲確認
調査が実施されている（唐津市教育委員会2009）。
　丘陵頂部には、南北約39m、東西約35m規模の平面方形状を呈する曲輪Aが位置し、主郭と考えられる。
同曲輪の四周は土塁で囲繞され、西辺の中心やや南寄りには食い違いの虎口aが構築される（第●図）。曲
輪内部には区画に伴う土塁が一部残存し、動線経路を部分的ではあるが窺うことができる。また、南東隅
には土塁の途切れが認められ（b）、平入りの虎口が想定されている。
　発掘調査区の配置は第●図のとおりである。曲輪A内では小穴の検出はあったものの、建物跡等明確な
遺構は確認されていない。北辺の土塁を一部掘削したところ、下層から石積みを検出し（写真●）、土塁の
前段階として石塁が構築されていた可能性が指摘されている。

　丘陵北側の裾部では石垣や石段を伴う小曲輪群
（写真●）とともに、曲輪Aの虎口aに繋がると想
定され一部切り通し状を呈する通路跡（写真●）が
位置する。小曲輪群は、通路跡に面して構築され
ていることから、陣の中枢へ繋がる主要ルートを
押さえる役割を担っていた可能性がある。また、
至近の谷部では、玄武岩塊が露頭し、矢穴の残る
石材が多数確認されており、石採り場と考えられ
ている（市川2007）。
　一方、曲輪A南側の丘陵上は後世の改変が著し
く、現状では陣所関係遺構は確認されていない。

豊臣秀保陣跡

鍋島直茂陣跡

堀秀治陣跡

稲葉重通陣跡

古田織部陣跡

藤堂高虎陣跡

宇喜多秀家陣跡

宗義智陣跡

脇坂安治陣跡

徳川家康別陣跡

伊達政宗陣跡来島通之陣跡

写真●　宇喜多秀家陣跡周辺航空写真（俯瞰：上が北）

写真●　脇坂安治・宗義智陣跡周辺航空写真（俯瞰：上が北）
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第●図　宇喜多秀家陣跡縄張図（佐賀県教育委員会2016掲載図を一部改変）
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（32）来島通之陣跡
　来島通之を陣主に比定する本陣跡は、唐津市呼子町殿ノ浦字ワタリに所在し、標高約48mの丘陵上に立
地する（写真●）。平成18・20年度に唐津市教育委員会による範囲確認調査が実施されている（佐賀県教育
委員会2008・2016）。

0 100m

A

小曲輪群

通路跡

第●図　宇喜多秀家陣跡調査区配置図（佐賀県教育委員会2009掲載図を一部改変）
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　丘陵頂部に平坦面が存在するものの、現況では土
塁等陣所に関係すると考えられる遺構は確認できな
い。当該箇所において調査を実施したが、明確な該
期遺構は検出されていない。

第２節　関連遺跡

　本節における「関連遺跡」とは、名護屋城跡と大名
陣跡と同時期に帰属し、その立地や遺構から推察さ
れる機能及び性格において相互連関が認められる
ものを指す。このことから関連遺跡は、その実態
を調査する必要が生じ、保存整備事業対象として
範囲確認調査及び内容確認調査が実施されてい
る。ここでは、星賀城塞群、名護屋城下町、太閤
道、石採り場について、保存整備事業の概要を記
載する。

１　星賀城塞群
　星賀城塞群は唐津市肥前町星賀地区に所在し、
同地区には岩森山環状石列、党家山環状石列、星
賀石塁等、周知の埋蔵文化財包蔵地が知られている。これらの遺跡で確認される遺構は、元寇（文久・弘
安の役）に関する施設及び防塁ではないかと想定されてきたが、詳細は不明であった。平成７年度に佐賀
県立名護屋博物館と肥前町教育委員会（当時）が共同で実施した現地踏査の結果、肥前町星賀地区において
近世以前の城館跡とみられる遺構群が広範に分布することを確認した。この踏査で判明した遺構の分布範
囲は、南北１㎞以上、東西約700mに及び、さらには海岸線周辺にも崩壊した石垣や石塁の痕跡が認めら
れたため、全体規模はさらに広域にわたると想定された。そこで、今後予想される開発事業等に対応する
ため、肥前町教育委員会（当時）及び唐津市教育委員会は、遺跡における遺構の広がりや実態を把握するた
めの範囲確認調査を平成12年度から平成20年度まで実施した。その結果、星賀城塞群は権現山、岩森山、

真田信之陣跡

伊達政宗陣跡

来島通之陣跡

写真●　曲輪A北辺土塁掘削状況（６Tr：北西から）

写真●　丘陵北側裾部石垣Ⅱ及び石段（東から）

写真●　曲輪A土塁（南西から）

写真●　来島通之陣跡周辺航空写真（俯瞰：上が北）
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党家山の３地区にわたり（第●図・写真●）、それ
ぞれの山頂を中心に遺構が確認され、星賀城塞群
は文禄・慶長期の城館跡と中世の山城跡が重複す
る遺跡であることが判明した（唐津市教育委員会
2005・2007・2010）。以下、その概要を述べる。
　権現山地区は、現在の星賀港に面する標高約95ｍの山頂を中心とした尾根上に位置し、遺跡群の南西部
に該当する。同地区の南西側には、中世山城に帰属すると目される堀切、竪堀などの遺構が分布するが、
山頂を中心とした一帯では石垣を伴う曲輪群が連続して構築されている。
　岩森山地区は、本遺跡群における中心的位置を占め、標高約100ｍの山頂には石垣で囲繞される大規模
な主郭が位置するとともに、山麓においても無数の曲輪群が確認されている。石垣には近世城郭に認めら
れる矢穴を残す石材を用い、総じて石垣造りであった。本地区は、遺構の分布範囲が最大で、石垣にも比
較的大きな石材が目立ち、遺構面からも中心的な位置付けが想定される。

　党家山地区は、かねてから標高
約78ｍの党家山の山腹尾根上に堀
切等中世山城と推定される遺構群
が確認されていた。山頂には、規
模は比較的小さいものの近世城郭
の特徴を示す総石垣造りの主郭が
構築され、発掘調査により検出遺
構は、中世（堀切及び土塁状遺構）
と近世（石垣）の２時期にわたるこ
とが判明した。主郭では虎口や礎
石を確認しており、さらに虎口内
部では門礎石を検出した。また、
南西側の尾根部に連なる箇所で

0 400m

■
名護屋城跡

星賀城塞群

0 5㎞

第●図　星賀城塞群分布図

写真●　星賀城塞群全景（北から）

第●図　星賀城塞群位置図
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は、堀切を伴う小規模な曲輪を確認した。
　このように星賀城塞群の調査の結果、かつては元寇関連と推測されてきた石垣や石列等遺構が文禄・慶
長の役時に構築された可能性が高く、名護屋城跡の半径３㎞圏外にも同役に関係する城館跡が存在するこ
とが判明した。

２　名護屋城下町
　名護屋城下町は、名護屋城築城に伴い形成され、物資集積や兵員輸送等の拠点として名護屋浦に位置す
る軍港である名護屋港と名護屋城との間に発達した。名護屋城跡が築かれた垣添山（勝男岳）の北麓から東
側に派生する尾根上には、「殿町」のしこなが残る武家屋敷地区が位置する。そこから名護屋浦へ向けて分
岐しながら下る谷筋と、同浦に面した湾岸域にかけて町場が展開し、谷筋を見下ろす丘陵上には大名陣所
が配置されている（写真●・第●図）。町場地区一帯には現在も茜屋町、材木町、塩屋町、筑前町等の地名
が残り、一部には短冊形地割が認められるなど、往時の面影を残している。
　平成９年度には、開発事業（ガソリンスタンド建設）に伴い鎮西町教育委員会（当時）による発掘調査が実
施された（平野町遺跡：写真●）。調査では明確な建物跡は検出されなかったが、竃跡やトイレ遺構等生活
色の強い遺構が検出されたほか、貿易陶磁器や国産陶磁器をはじめ土師器、木製品等多様な遺物が出土し、
城下町における様相の一端を窺う知見が得られている（鎮西町教育委員会1998）。他では、個人住宅建設に
伴う確認調査や下水道工事に伴う
現地立会等が唐津市教育委員会に
より行われている。
　一方、保存整備事業では第３期
保存整備事業計画に基づき、関連
遺跡も内容確認調査の対象とな
り、名護屋城下町は平成15年度か
ら18年度にかけて県を調査主体と
して発掘調査が実施された（佐賀
県教育委員会2005・2006・2007・
2008）。平成15・16年度は、茜屋
町地区が調査対象となり、調査区
は短冊状地割が顕著に残り旧町家 写真●　名護屋城下町周辺航空写真（東から）

写真●　堂家山　石垣写真●　権現山　堀切
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跡の一角と捉えられる箇所に設定した（第●図①・②）。平成15年度の調査では、土坑、掘立柱建物跡（一部）、
溝跡等を検出した（写真●）。これら遺構のうち土坑は平面方形状を呈し、埋土中に食物残滓や寄生虫卵等
を含むことからトイレ遺構と考えられている。平成16年度は前年度調査区の隣接地で調査を実施し、該期
の井戸跡や土坑等のほか、江戸期の溝跡、土坑、小穴等を検出した（写真●）。町家等建物跡の検出状況は
低調であったが、推定地割内において遺構は街路側に分布が集中し、江戸期以降は大規模な改変を受けて
いないことが判明するなど、基礎的な知見を得た。
　平成16・17年度には、材木町地区の調査を行っている（第●図③）。調査の結果、該期遺構は溝跡や小穴
の検出に止まり、町家等建物跡は検出されなかった。江戸期の遺構は井戸跡、竈跡、土坑等が検出され、
一部盛土造成により用地拡大を図った状況を確認した。

名護屋城下と地名呼称

ババンタメ

沙子
ヨロイホシバ

（法光寺）

名護屋城

【水手口】

本多堀

江戸堀

竹ノ丸

（専称寺）

畑ヶ中

（法光寺）

ババンタメ

宮口

（龍泉寺） （観音寺）

（古里神社）

（八坂神社）

浦方

殿山

筑前堀

筑前山

元組マケンクチ

池ノ端

マチガシラ
【水手口】

名護屋城

沙子
ヨロイホシバ

大久保 辻堂

辻ノ上

（天神社）

周防谷

（六助社）

殿町

茜屋町

中町

古里町

魚屋町

浦町

泥町

材木町

塩屋町
女郎町

筑前町

平野町

町
屋
庫
兵

刀町

海士町

麦原町

① ③

④

②
■

■

■
■

発掘調査対象地
①：平成 15 年度 ②：平成 16 年度
③：平成 17 年度 ④：平成 18 年度

■

写真●　名護屋城下及び発掘調査位置図（佐賀県教育委員会2016掲載図を改変）
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　平成18年度は武家屋敷地区で調査を実
施した（第●図④）。調査では、盛土によ
る整地面上で該期の遺構を検出し、柵
列、溝跡、土坑等を確認した（写真●）。
柵列と溝跡は並走し、屋敷地等の土地境
界に伴う可能性がある。また、土坑は浅
いものの内部底面には玉石が敷かれてお
り、池跡の可能性を示唆する。以上のよ
うに、名護屋城下町の調査では建物跡の
検出は低調だが、該期遺構の残存状況は
概ね良好と考えられる。今後予想される開発事業等に対応し、適切に保存・活用に資するため、さらなる
調査による実態把握が求められる。

３　太閤道
　いわゆる「太閤道」は、唐津街道の一部区間における名称である。唐津街道は、福岡県北九州市木屋瀬で
長崎街道から分岐し、博多を経由して唐津、名護屋に至る街道で、近世においては長崎街道の裏街道に位
置付けられる。唐津街道の本格的な整備は豊臣秀吉の朝鮮出兵が契機とされ、特に唐津から名護屋までの
区間は、沿線各所に残る太閤伝承により「太閤道」の名で親しまれ、平成８年（1996）には「太閤道・唐津街道」
として文化庁による「歴史の道百選」に選定されている。従前からの保存整備事業においても同区間を「太

写真●　茜屋町地区（平成16年度）

写真●　殿町地区（平成18年度）

写真●　茜屋町地区（平成15年度）

写真●　材木町地区（平成17年度）

写真●　平野町遺跡全景（南西から）
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閤道」としており、本計画においても「太閤道」と表記する。
　太閤道の推定路線は、唐津城下の「名護屋口」から桜馬場、菜畑、江川町、二タ子、中山峠、荒平坂、一
之木戸（唐津市佐志）、馬部、二之木戸（唐津市鎮西町加倉）、石室、三之木戸（唐津市鎮西町石室）、野元を
経て名護屋城大手口、名護屋城下に至り（第●図）、全長は約16㎞に及ぶ。保存整備事業では、第３期保存
整備事業計画に基づき、平成18年度から24年度にかけて上記路線における遺構の内容や残存状況を確認
し、将来の保存・活用に繋げるため、県を調査主体とした内容確認調査を実施した。調査対象は、名護屋
城大手口から二之木戸間が該当する（第●図・表●）。以下、その概要を記載する（佐賀県2021）。
　推定路線のうち、名護屋城跡に程近い木下延俊陣跡が載る丘陵の西側・南側では、５ヵ所の調査区（試
掘坑）を設定した（第●図①②⑩⑪⑫）。第１・２試掘坑では、路面及び路盤と考えられる遺構を２面検出
した。両試掘坑共に新段階は近現代帰属と考えられる。古段階は砂利敷が施され側石もしくは側溝を伴う
が（写真●）、帰属時期は判然としない。第10～12試掘坑は近現代想定の改変度合が大きく、旧状は不明で
ある。ただし石列状遺構や小礫・砂利が散在し、古段階の存在を示唆する。

二之木戸（加倉）

三之木戸（石室）

名護屋城跡

一之木戸（佐志）

名護屋口

0 2㎞

第●図　太閤道推定路線
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第●図　太閤道発掘調査区位置図（佐賀県2021掲載図を転載　※丸数字は試掘坑番号に対応
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　名護屋城大手口より南東へ約0.9～１㎞の地点（石屋町地区）に
は試掘坑２ヵ所が設定された（第●図③④）。現況は斜面を掘り下
げた切通し状を呈する。第３試掘坑では三段階程度の路盤又は路
面と想定される面を確認したが、砂利敷等は伴わない。第４試掘
坑では上下２段階の面を確認し、古段階と捉えられる下面は砂利
敷路面を形成し、側溝状の窪みを伴う。
　名護屋城大手口より南東側に約2.1㎞地点（野元地区）には試掘
坑を２ヵ所設定した（第●図⑤⑥）。いずれも路面と考えられる上・
下２面を確認し、上面は径10㎝以下の砂利敷、下面は径10㎝以上
のやや扁平な小礫を敷く（写真●）。両面共に時期は不明である。
　名護屋城大手口から南東側へ約2.5㎞、三之木戸及び三本松の
近接地（石室地区）には試掘坑を１ヵ所設定した（第●図⑦）。現況

は切通し状を呈し、路幅は約２mである。調査の結果、岩盤を主体とした基盤層を掘削し路面とした可能
性が窺える。小礫は散在するものの砂利敷は伴わない。
　名護屋城大手口から南東側約4.1㎞地点（早田・枝去木地区）には３ヵ所の試掘坑を設定した（第●図⑧・
⑨・⑬）。緩斜面を掘り下げ切通し状となる箇所に位置する第８試掘坑では、上下２面の路面もしくは路
盤想定の堆積が確認された。両遺構面共に径10㎝以下の砂利敷で、古段階である下面は基盤層直上に敷設
される。第９・13試掘坑においても路面又は路盤と想定できる遺構が上下２面検出された。一帯は斜面を
切土して平坦面を形成し、第13試掘坑では溝跡や小穴を検出したが近現代における土地改変に伴うものと

地区名 試掘坑番号
（第●図） 調査実施時期

木下延俊陣跡西側 ① 平成 18 年度②

木下延俊陣跡南側
⑩

平成 23 年度⑪
⑫

石屋町 ③ 平成 19 年度④

野元 ⑤ 平成 20 年度⑥
石室 ⑦ 平成 21 年度

早田・枝去木
⑧ 平成 22 年度⑨
⑬ 平成 23 年度

加倉 ⑭ 平成 24 年度

写真●　第１試掘坑下面砂利敷・側溝（北から）

写真●　第９試掘坑上面・下面砂利敷（北西から）

写真●　第１試掘坑（北から）

写真●　第５試掘坑下面砂利敷（北から）

表●　太閤道調査区一覧
　　　（佐賀県2021をもとに作成）
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考えられる。新段階と想定される上面は近現代帰属と考えられ、径10㎝程度の小礫を主体とした砂利敷で
ある。下面は、径10㎝以下の砂利敷で側溝を伴う（写真●）。帰属時期は判然としない。
　名護屋城大手口から南東側約６㎞地点、二之木戸想定箇所には第14試掘坑を設定した（第●図⑭）。調査
では近現代の造成が著しく、旧状は不明であった。
　以上、発掘調査所見を概観した。調査では、路面又は路盤に該当する遺構が複数面確認された。近現代
帰属の段階と、時期不詳だがそれ以前と考えられる段階に大別される。一部では側溝や側石も確認された。
旧来からの主幹道路（幅２～３m）を活かし、地形的制約が大きいためか大規模な改変を経ず長期にわたり
改修・補修を行ってきた状況が窺えるが、遺構の特質上時期比定が難しい点が課題となっている。

４　石採り場
　名護屋城跡や大名陣跡では随所に石垣が採用され、極めて多くの石材が使用されている反面、石材調達
の場である石採り場については、ほとんど明らかになっていない。現状では露頭する岩盤や転石に矢穴が

）
定
推
（
道
き
引
石

【大手口】
弾正丸東下

【搦手口】

弾正丸西下

名護屋城跡

【大手口】

（串道）

名護屋中学校西

︶
定
推
︵
道
き
引
石

宇喜多秀家陣跡東側谷部

宇喜多秀家陣跡北裾

木村重隆陣跡

浦
屋
護
名

第●図　名護屋城跡周辺の石採り場跡分布図（佐賀県教育委員会2016掲載図を一部改変）
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伴う箇所が散見され、石採り場と考えられている（第●図）。名護屋城跡では本丸中央、弾正丸西下、弾正
丸東下で岩盤の露頭が認められ、これらのうち弾正丸西下・東下では矢穴を伴う石材が確認されており、
名護屋城跡における全域予備調査の一環として県が調査主体となり発掘調査を実施している。陣跡及びそ
の周辺では、本章第１節で既述したように木村重隆陣跡では曲輪造成に伴う盛土下において、碁盤目状の
矢穴列を残す石材が検出され、陣構築の先行段階に石材が採取されていた可能性が考えられている。また、

宇喜多秀家陣跡が立地する丘陵における北側斜面の
裾部付近と、東側の谷部において切り出し途中と捉
えられる石材が確認された。露頭する玄武岩塊から
の自然剥離、もしくは人為的に切り離した石材を母
岩とし、それを裁断して石垣石材に加工していく過
程が、表面調査ではあるが確認されており、同様な
状況は名護屋中学校西の丘陵西側斜面においても認
められる（市川2007・2008）。以下では、保存整備事
業として発掘調査対象となった弾正丸西下及び東下
について、概要を記載する。
弾正丸西下　名護屋城跡弾正丸の北西隅から北西方

Ｗ

Ｗ
Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

井

井

井

井

井

井

井

井

297

296

295

139 132
136 138
137 348

146

135

134

131

130140
286

280
140

279
275
280
281 282

272

271

287

270165

172
162 164

171163

257
169 254

256
278A

273

252
256

43
255158

155 37
38

35
39

154
161

160159

151
168

157

156

152

147
153

120

122
118

119
121

41
40

331

332

42

116

113

111 110
115

124

30123

29 33
34

32

112
328114

117
329

300・330

324･325･326302

108

178

177 173

176
179

173

183
241

253

277 174

175

350

349

351

294

293
292

291
290 251

250
249

248 245

246

247

338A 341

343339

340 342

285

284

289

103
102

100

101

106

107

105

63 622460

23

352
352
61

2758
57

28

22

21

64
25 59

26

240238
239

230235

229
234232

231
227

70

69
71

72

73

261
262

52 51 4

55

53

320
322321

315 144318

319
3

142

5
2 7

8

9

65
1 67

66

126

125

129

127

145128
141

313

316

314
317

56
143

373
372

371

54269
97

376A
68 48

50
99
49

149
268

74

150
75

197

184

196195

334

92335
89

88

91

90
79

87

78

84
80
191

190

189
187

181

182
192

193

83

194

82
81

345 85

347346

360

359

263

357

358

362366

365

364

363

370A
98

213

214

215199

206
205

198

12
13

202
10

15
11

16
204

20
17

14

19
203
201
200

260

266
259 216

237258
207

208

267

216

218
236

217

212

222
219

209
185

188

186
180

304

303

31

104

278B

252

355

333

386
385

387

228

4586

96

47

226
233

224
223

312

82.83Tr拡張部

82.83Tr拡張部

109

388

390
389

391
392

393

394
397

395
396

398

399

344

380

381
382

383
384

428

427
401
402

400

429

433
432
431

430

440

465

442
443

441

458 444

460

448
434

455
445

446
447449

438

456

419

406416
413412
421
420

407

404
405
414
418
141拡張

403
417

411
410
409 408

436
435459

454
453

452
451

450

462
463

464 461

457

437

466

467

船手口

水手口

搦手口

大手口

山里口

下山里丸

鯱鉾池

戸
井
閤
太

Ａ Ｂ

１

２

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ

３

４

５

６

７

８

９

10

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

(堀）

(堀）

鯱鉾池
(堀）

▲

国　
道　
204
　号

一 般 県 道 波 戸 岬 線

国 道 204 号

上山里丸

水手曲輪

台所丸

遊撃丸

本 丸二の丸

三の丸

東出丸
伝馬場

弾正丸

天守台

基 - 4

基 - 3

基 - 2

基
 - 1

名護屋浄水場

鯱鉾池

広　沢　寺

0 10 50 100ｍ
1 : 2,000

Ｎ

★

★

210211?

図6.名護屋城跡地形測量図(1/2,000)
　　　　※原図は『特別史跡名護屋城跡実測図』佐賀県教育委員会、昭和59年測図。

20･21

Y=
-1
05
10
0

Y=
-1
05
05
0

Y=
-1
05
00
0

Y=
-1
04
95
0

Y=
-1
04
90
0

Y=
-1
04
85
0

Y=
-1
04
80
0

Y=
-1
04
75
0

Y=
-1
04
70
0

Y=
-1
04
65
0

Y=
-1
04
60
0

Y=
-1
04
55
0

Y=
-1
04
50
0

Y=
-1
04
45
0

Y=
-1
05
10
0

Y=
-1
05
05
0

Y=
-1
05
00
0

Y=
-1
04
95
0

Y=
-1
04
90
0

Y=
-1
04
85
0

Y=
-1
04
80
0

Y=
-1
04
75
0

Y=
-1
04
70
0

Y=
-1
04
65
0

Y=
-1
04
60
0

Y=
-1
04
55
0

Y=
-1
04
50
0

Y=
-1
04
45
0

X=58850

X=58900

X=58950

X=59000

X=59050

X=59100

X=59150

X=59200

X=59250

X=59300

X=58850

X=58900

X=58950

X=59000

X=59050

X=59100

X=59150

X=59200

X=59250

X=59300

Y=
-1
05
15
0

Y=
-1
04
40
0

X=58800

Y=
-1
04
40
0X=58800

Y=
-1
05
15
0

6 264

18

36

44

46

76

77

94

93

95

133

148

166

167

170

210

211

242

243

244

265

274

301

353

354

377

472

473 474

475

276

327

283

288

299298

375
369370B

376B368
422･423

424･425･426

476
471
470
469
468

477

439

415

480

478

479

220 221

225

H9-4
H9-2

H9-6

H9-5
H9-1

H9-3

H10-1
H10-2

H10-3

H7-1

H7-2

H7-7
H7-6

H7-5

H7-4
H7-3

H7-8

H15-1

H15-2

H16-1

H16-2

H16-3

出島

出島北

0 10m

弾正丸

307
309

311

308

310

306

305

第●図　弾正丸西下調査区配置図　※数字は調査区番号

写真●　弾正丸西下遠景（北西から）
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向には低い尾根筋が伸び、標高は60～70m程度であ
る。当該尾根上には、現況においても玄武岩塊が露
頭しており、風化等により岩盤から剥離したとみら
れる大型の転石が散在する（写真●）。平成15年度に
は県が調査主体となり、一帯の踏査と内容確認調査
が実施された（第●図）。
　調査の結果、岩盤直上において矢穴の残る石材が
５石確認された（写真●～●）。一帯には、矢穴の確
認されない大型の転石も存在することから、石材採取作業の概要としては、露頭から風化等により自然剥
離したもの、又は露頭からの切り離しが比較的容易な箇所を人為的に分離したものについて、必要に応じ
使用したい大きさに矢を用いて分割した状況が想定されている（市川2007）。
弾正丸東下　名護屋城跡弾正丸の東面石垣及び伝馬場の南面石垣下に位置する空間には、玄武岩塊の露頭
が見られ、その範囲は現況で約70m×約50mに及ぶ（写真●）。一帯の石質は弾正丸西下と近似し、節理に
沿う割面を観察すると、凹凸が比較的少なく整然としたものが多く、大きさによってはそのまま築石とし
て使用可能な石材が多いと考えられる。岩盤に直接穿たれた矢穴は極めて少数であることから、岩盤から
採石する際は矢を用いて切り出すよりも節理面から石を切り離すことを優先したと考えられる。現状で確
認できる矢穴の残る石材は３石に止まる（写真●・●）。
　発掘調査は第４期保存整備事業計画に基づき、令和元年度から５年度にかけて実施され、石材採取及び
調達に係る人為的痕跡や、施設や通路等遺構の有無を確認することを主眼とした。弾正丸東下一帯は谷地

写真●　第307調査区（２）（●から）

写真●　第●調査区（●から）

写真●　第307調査区（１）（●から）

写真●　第307調査区（３）（●から）
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形に位置するため、水捌けが不良で基本的には低湿な環境下にある。調査は、弾正丸及び伝馬場石垣裾部
から下る斜面地（岩塊が一部露頭）と、その先の南東側における低地部分にかけて調査区を設定し実施した

（第●図）。
　調査の結果、明確な遺構は確認され
なかったが、調査範囲のほぼ全体にお
いて礫の堆積を確認した。同堆積を構
成する礫は、岩盤由来で径10㎝以下を
主体とする小礫で、基盤をなす岩盤上
から10～20㎝の厚みで堆積している。
礫は箇所により若干の差異はあるもの
の、密に堆積しており（写真●・●）、
本層上面では当該期の遺物のみ出土す
ることから、該期の遺構面と考えられ
る。
　岩塊が露頭した箇所を観察すると、
礫層を構成する小礫は岩盤の風化に
伴って剥離したものに由来し、上述し
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第●図　弾正丸東下調査区配置図　※数字は調査区番号

写真●　第487調査区全景（東から）



第２節　関連遺跡

― 135 ―

たように一帯は谷地形を呈し降雨後は浸水する低湿な環境下にあることから、これらが二次的に堆積して
礫層を構成した可能性が高いと推察している。ただし、調査範囲においては礫層の厚みに大きな差が認め
られないこと、既述したように礫層上面では該期の遺物のみが出土することを勘案すると、低湿な環境に
おける作業の便宜を図るため、部分的に人為により敷き均した可能性は考えられる。

写真●　第493調査区（東から）

写真●　矢穴痕のある石材（第487調査区）

写真●　第493調査区礫面（南から）

写真●　第478調査区（東から）

写真●　岩盤における矢穴痕（第487調査区）

写真●　第478調査区礫面及び岩盤（南西から）


